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杉戸議会です
こんにちは ６月

定例会



第19 回議会懇談会 開催
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令和７年６月 28 日（土）、杉戸町議会議場にて
第 19 回議会懇談会を開催しました。
参加者は過去最少の 12 名でしたが、ざっくばら
んに参加者の話を伺うことができました。
テーマは「議員報酬と議員定数」でした。

（令和６年賃金構造基本統計調査の概況（厚生労働省）
などを基にした全国町村議会議長会資料より）

（27 年間据置き）

立場や年齢を超え、
「地域の未来」を語り合う。

〜テーマ：議員報酬と議員定数〜

235,000円

杉戸町議会議員の月額報酬 杉戸町議会議員の定数
議員の定数と人口の変遷

15人

数字から見る議員の現状

PARL IAMENTARY
みんなの声で「まち」つくる。
CONFERENCE  2025

町村議会議員

杉戸町議員
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参加された皆さまからの声
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〜 多様な人が議員になれる制度設計を 〜
杉戸町議会議員は「コストパフォーマンスの高い」仕事をして
いると思います。議員の多様性の担保は大切で、サラリーマン
や女性が活動しやすい制度設計が必要です。

〜 議員と触れ合う場を増やしてほしい 〜
テーマから外れることもあったし、テーマを絞らずに議員と話し
合いできる機会をもっと作ってほしい。
また、地区ごとの開催を行うなど工夫をしてほしいと思います。

〜 議員は兼業？ 専業？ 〜
議員報酬は、その職務への貢献度を反映すべきだと思います。その
ため、議員の活動を専業とするか兼業とするかを明確に定めた上で、
それぞれに求められる活動量や成果に見合った報酬額を決定するの
が適切だと考えます。

〜 年齢に応じた議員報酬を 〜
議員報酬は生活給ではない。若年世代には報酬を上げ、
年金世代は下げるなど年齢に応じた議員報酬にすべきです。
懇談会で参加者全員の意見を求めたのは良かったです。

懇談会に先立ち、下記の講師による講習を受けました

「地方自治は民主主義の学
校」であり、住民の声を丁寧
に拾い、議会を通じて形にし

ていく努力が必要です。

「学び合う議会」
「自由な議員間討議」ができ
る議会を目指し、住民に信頼
されるような努力を進めて

ください。

古
こ

我
が

 貞
さ だ

夫
お

さん（清地）

金
か ね

子
こ

 正
た だ

志
し

さん（宮代）

森
も り

 響
きょう

一
い ち

さん（下高野）

河
か わ

村
む ら

 和
か ず

徳
の り

 教授
拓殖大学
政経学部寺

て ら

島
し ま

 渉
わたる

 元議長
長野県
飯綱町

木
き

村
む ら

 芳
よ し

裕
ひ ろ

さん（下野）

特　集
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工事請負契約

約１億 8139 万円
● 屋根、外壁、内部の改修工事を実施します。
 　 議会から提出された附帯決議を受けて、直売所拡張は見送りとなり

ました。

工事期間中の営業は。

全体的には営業しながら改修工事をしますが、一定期間営業休止
する可能性もあります。

内装や床のデザインはどのように決めるのか。

魅力向上対策作業部会を立ち上げ、また、消費者モニターを募集し、
多くの視点からの意見を集め検討します。

問

問

答

答

小
お

川
が わ

 明
あ け

美
み

さん（本島）

現場の声

請負会社：㈱三嘉ホーム

約１億 3789 万円
請負会社：㈱茂田工業所

アグリパークゆめすぎと 屋根と外壁、内装がきれいになります

令和７年６月定例会は、６月３日から６月26日までの24日間の日程で開催しました。
町長から提出された条例改正・工事請負契約・令和７年度の補正予算など、17議案を可決しました。

全員
賛成

カルスタすぎと（図書館）
図書館及び事務室の空調機の更新

全員
賛成

附帯決議ではデザイン性を
そこなうこと等を理由に直売
所拡張の再考が決議された

アグリパークが
きれいになるのは嬉しいです。
杉戸町はそばも特産である

ことを知ってほしい。
実は作付け面積県内２位の

そばで町を盛り上げて
いきたいです。

売り場がきれいになるのはありがたいです。
地域のために、地元生産農家と協力して

頑張っていきます。

出荷者の声 社員の声

図書館にとても
満足しています。

リクエストをしたら
取り寄せてくれるし、
インターネットを使っ
て自宅で検索する方法
も教えてもらい便利に

使っています。

足
あ

立
だ ち

 有
ゆ う

司
じ

さん（清地）

子供会など、皆で
見れるようなビデオを充実

して欲しい。例えば８月であ
れば終戦に関する子供向けの
　　　　　　映画や平和に関
　　　　　　　するものなど
　　　　　　　の特集を希望

　　　　　します。

カルスタ
利用者の声

赤
あ か

池
い け

さん・藤
ふ じ

波
な み

さん・田
た

中
な か

さん

フレッシュタウン在住の女性お２人

アグリパーク増築工事予定箇所
であった所
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条　例

委託料削減によるサービスの低下を懸念する声
もあります。人件費の削減等が過度に進めば、
施設本来の目的や来訪者の利用満足度などが損
なわれるおそれは否定できません。スタッフが
仕事への熱意や誇りを持てる環境の整備や来訪
者が「また来たい」と思える空間の創出は極め
て重要であり、適正な委託料の検討を要望しま
す。経費削減に偏ることなく、「カルスタすぎと」
を地域の学びと交流の拠点として維持・発展さ
せることを基本に、より一層の地域住民との協
働を目指していただきたいです。

今回の条例改正の考え方は、社会教育法―図
書館法―図書館条例と言う法体系と生涯学習
振興法―生涯学習センター条例と言う法体系
の二つの異なる法体系をセットにしており、
無理がある。また、利用者サービスが低下す
るおそれがある。さらに、町の公民館担当職
員が、（指定管理者の図書館の）図書の選書
の最終チェックをするといういびつな構造に
なっている。図書館は専門性のある正規職員
が担う仕事である。指定管理者制度はやめ、
町直営での継続を求める。

公共施設の管理・運営を、民
間企業や NPO などの団体に
委託する制度です。

お泊り会

導入のメリットは。問
 図書館・生涯学習施設・国体記念運動広場
 との連携した学習機会の創出、また、
利用者ニーズに合わせた講座・イベント
開催、SNS 等による幅広い情報発信が
可能です。

答

選書や除籍はどうするか。問
 指定管理者が１次選書し、担当
課で内容を確認してから発注と
いう流れを予定しています。
除籍も同様な形態を取ろうと
考えています。

答

直営に戻さなければならないと
なったときは戻せるか。問
 毎月の業務報告書の提出も義務
づけることで、円滑に施設運
営を引き継げる体制を確保し
ていきます。

答

人件費等の削減で、利用者サービ
ス低下のおそれは。問
 人件費等を含め削減した項目に
ついて、再度、選定委員会まで
に見直しを図りたいと考えてい
ます。

答

公明党
平川 忠良 議員

日本共産党
北出 惠造 議員

政
太田 康之 議員

日本共産党
江口 栄子 議員

生

手話は言語である 杉戸町手話言語条例を制定

指定管理者制度を導入するための条例改正

反対賛成

賛成11

反対3

全員
賛成

まれ変わるか？
「カルスタすぎと」

指定管理者制度とは？

「多くの人が手話を使ってほしいです。
手話言語はろう者の大切な言葉だと
知ってほしいです。条例制定までいろ
いろあると思いますが実現してもらい
たいです」という声が実現しました。

大きな一歩

手話奉仕員養成講習会の継続・
「広報すぎと」に手話掲載・手
話普及啓発イベントを予定し
ています。

今後の取り組み

ろう者の社会参加を促進
し、すべての町民が安心
して生活できる共生社会
の実現を目指します。

目指すもの

日本共産党
北出 惠造 議員

無会派
久松 祐樹 議員
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補正予算

物価高騰に対する国の
重点支援地方交付金の
活用は？

「
エ
コ
・
ス
ポ
い
ず
み
」

「
エ
コ
・
ス
ポ
い
ず
み
」

　
　
　
　
屋
根
等
改
修
工
事

　
　
　
　
屋
根
等
改
修
工
事

令
和
７
年
10
月
〜
令
和
８
年
３
月 

工
事

　
　
　
　
⇐

長
年
の
雨
漏
り 

解
消

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
ゆ
め
す
ぎ
と
」

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
ゆ
め
す
ぎ
と
」

直
売
所
増
築
に
対
す
る
附
帯
決
議

直
売
所
増
築
に
対
す
る
附
帯
決
議

　
　
　
　
　
⇐

直
売
所
増
築
分
予
算
を
減
額

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
小
学
校

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
小
学
校
66
校
で
校
で

避
難
所
開
設
訓
練
の
実
施
や
自
動
ラ
ッ
プ
式

避
難
所
開
設
訓
練
の
実
施
や
自
動
ラ
ッ
プ
式

ト
イ
レ
・
蓄
電
池
を
購
入

ト
イ
レ
・
蓄
電
池
を
購
入

町
内
21
か
所
の
避
難
所
（
指
定
避
難
所
６
か
所
、

指
定
緊
急
避
難
所
14
か
所
、
福
祉
避
難
所
）
の

避
難
所
開
設
手
順
書
お
よ
び
開
設
キ
ッ
ト
の

作
成
後
、
指
定
避
難
所
で
あ
る
小
学
校
6
校
で
、

図
上
訓
練
や
避
難
所
開
設
を
実
際
に

体
験
し
て
い
た
だ
く
訓
練
を
行
い
ま
す
。

公共交通事業者、障がい者支援施設、
介護施設、医療機関支援に加え…
新たに 施設園芸農家 と 運送事業者 には

 １事業者あたり５万円 を支援

学校給食費
９月の１か月分免除
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杉戸町議会 月定例会６

野口俊彦 １．アグリパークゆめすぎとの改革に向けた今後の方向性（展望）は
２．杉戸南中学校通学路の安全対策は

栗原偉憲 １． 誰もが安心して暮らせる町の交通インフラのあり方は
２． 公約軽視と町長の政治的責任について問う

冨澤義之 １． 中学校の部活動の今後は
２． 町の情報発信の強化を

太田康之 １． こども誰でも通園制度の検討は
２． 米高騰への対策は

上田　聡 １． 町はデマンド交通に対する需要をどれだけ把握しているのか
２． デマンド交通導入の際に生じる課題の解決策は

宮田雄一 １． 消防団の再編とエリアの見直しを
２． 旧東中学校の利活用における民間誘致と町の戦略は

平川忠良 １． 白岡市役所火災の教訓は
２． ５歳児健診の普及へ

江口栄子 １． 訪問介護事業所を守れ

市毛大助
１． 大字大塚420番地における無許可開発の現状は
２． アグリパークゆめすぎとの運営体制等は
３． ふるさと納税額を３億円に増やすには

久松祐樹
１． 地域コミュニティの再生を
２． 生きがいを持続的に支えていける運営を
３． 農業の未来を守るには

北出惠造 １． 中学校給食も無償化せよ
２． 杉戸町農業の振興を

大橋芳久
１． 街頭への防犯カメラの設置を
２． 窓口業務の時間短縮を
３． 将来世代にツケを残さない水道料金の改定を
４． 西仮グラウンドの今後は

一 般 質 問 町政町政をを問問うう

６月６日
（金曜日）

P8

P9

P10

P11

P12

P13

日　程 議員氏名 質問事項

６月９日
（月曜日）

６月10日
（火曜日）

映 像
配信中

ここが聞きたい

一般質問

※網掛け項目に関わる記事を掲載しています。
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答　
住
民
協
働
課
長　
全
国

の
中
に
は
そ
う
い
っ
た
事
例

も
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
運

賃
の
道
路
運
送
法
上
の
規
定

や
、
こ
う
し
た
事
業
者
の
取

り
組
み
も
注
視
し
な
が
ら
、

町
内
の
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ

ー
事
業
者
の
意
見
も
伺
い
つ

つ
、
調
査
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

員
の
意
識
改
革
や
人
材
育
成

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

問　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
が
生
ま

れ
変
わ
る
た
め
、
今
年
度
の

取
り
組
み
に
あ
た
り
、
町
長

の
意
気
込
み
は
。

答　
町
長　
私
の
公
約
の
一

つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
公

約
実
現
の
た
め
に
も
「
本
気

の
改
革
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　
任
期
も
残
り
１
年
半
を

切
る
中
で
、
未
だ
種
ま
き
段

階
と
の
説
明
が
町
民
の
期
待

と
乖か

い

離り

し
て
い
る
。
公
約
の

成
果
を
い
つ
ま
で
に
見
え
る

形
と
し
て
示
せ
る
の
か
。

答　
町
長　
公
約
の
実
現
に

は
、
私
や
職
員
の
取
り
組
み

と
は
別
に
、
様
々
な
方
の
ご

理
解
、
ご
協
力
、
ま
た
予
算
、

国
や
県
の
制
度
上
の
問
題
が

関
わ
っ
て
き
ま
す
。
方
向
性

が
決
ま
っ
て
い
て
も
、
一
定

程
度
の
時
間
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
形
と
し
て
見
え

づ
ら
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
公
約
事
業

の
工
程
一
覧
表
（
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
）
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、
丁
寧
に
説
明
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
公
約
は
町
民
と
の

約
束
。
進
捗
が
見
え
な
け
れ

ば
、
信
頼
は
失
わ
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

交
通
イ
ン
フ
ラ

問　
既
存
巡
回
バ
ス
を
補
完

し
移
動
手
段
の
選
択
肢
を
広

げ
る
手
段
と
し
て
、
現
在
実

施
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
乗
継

補
助
制
度
を
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
型
制
度
と
し
て
導
入

す
る
こ
と
の
可
能
性
と
課
題

に
つ
い
て
、
町
の
見
解
は
。

問　
直
売
所
等
の
拡
張
工
事

に
つ
い
て
は
見
送
る
と
の
報

告
が
あ
っ
た
が
、
今
後
拡
張

に
つ
い
て
の
可
能
性
は
。

答　
産
業
振
興
課
長　
直
売

所
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、
令

和
８
年
度
か
ら
９
年
度
に
か

け
、
品
揃
え
な
ど
の
ソ
フ
ト

面
の
対
策
の
効
果
及
び
成
果

を
検
証
し
な
が
ら
、
慎
重
に

見
極
め
て
い
き
ま
す
。

問　
運
営
の
在
り
方
（
ソ
フ

ト
面
）
に
つ
い
て
の
検
討
状

況
は
。

答　
同
課
長　
ア
グ
リ
パ
ー

ク
と
町
が
連
携
を
図
り
、
直

売
所
部
門
、
食
堂
部
門
、
農

園
部
門
の
３
部
門
か
ら
構
成

さ
れ
る
魅
力
向
上
対
策
作
業

部
会
を
立
ち
上
げ
、
本
格
的

に
各
種
検
討
を
開
始
し
、
月

に
複
数
回
の
部
会
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問　
良
い
取
り
組
み
を
発
案

し
て
も
、
そ
れ
を
実
行
す
る

社
員
等
の
意
識
や
実
行
力
が

重
要
な
部
分
で
あ
る
と
思
う

が
、
社
員
の
意
識
改
革
や
人

材
育
成
の
取
り
組
み
は
。

答　
同
課
長　
計
画
的
な
社

員
研
修
の
実
施
を
は
じ
め
、

労
働
環
境
の
改
善
や
日
々
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
動
機

付
け
な
ど
に
取
り
組
み
、
社

町
民
と
の
約
束
で
あ
る
公
約
の
説
明
責
任
は

一般質問

説
明
を
し
責
任・職
務
を
果
た
し
ま
す

▲　安心してください。町長が説明するそうです。

▲　新たな賑わいが期待されるアグリパーク

一般質問
二次元コード

ア
グ
リ
パ
ー
ク
の
改
革
に
向
け
た
展
望
は

本
気
の
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
一般質問
二次元コード

栗
く り

原
は ら

偉
た け

憲
の り

議員

野
の ぐ

口
ち

俊
と し

彦
ひ こ

議員
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一般質問

問　
学
校
給
食
へ
の
影
響
と

対
策
は
。

答　
教
育
総
務
課
長　
米
価

が
約
２
倍
と
な
り
影
響
が
生

じ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度

は
、
一
食
60
円
を
一
般
財
源

に
て
予
算
措
置
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
未
来
に
関

わ
る
農
業
と
子
供
に
関
す
る

予
算
の
増
額
を
要
望
し
ま
す
。

が
負
う
こ
と
に
な
る
と
想
定

は
し
て
い
ま
す
。

　
部
活
動
は
、
生
徒

が
自
主
的
・
自
発
的
に
参
加

す
る
活
動
。
目
的
は
、
学
習

意
欲
の
向
上
、
責
任
感
や
連

帯
感
を
育
む
こ
と
に
資
す
る

も
の
と
認
識
し
学
校
教
育
の

一
部
。
生
徒
や
保
護
者
の
意

見
も
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。

問　
０
～
２
歳
児
の
約
６
割

は
保
育
施
設
等
に
通
っ
て
お

ら
ず
、
多
く
の
親
は
孤
立
し

た
育
児
の
中
で
不
安
や
悩
み

を
抱
え
て
い
る
。

　
令
和
８
年
４
月
に
新
た
に

始
ま
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
」
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
予
算
が
必
要
か
。

答　
子
育
て
支
援
課
長　
保

育
士
の
配
置
や
、
備
品
の
購

入
、
環
境
整
備
に
係
る
費
用

等
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　
既
存
の
一
時
預
か
り
事

業
と
似
た
制
度
で
非
常
に
分

か
り
づ
ら
い
。
ま
ず
制
度
を

知
っ
て
も
ら
い
、
育
児
が
大

変
な
時
期
の
親
に
も
一
目
で

分
か
る
よ
う
、
そ
し
て
使
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

答　
同
課
長　
保
護
者
が
利

用
す
る
施
設
等
で
、
分
か
り

や
す
さ
に
重
点
を
置
い
た
広

報
を
進
め
ま
す
。

米
高
騰
に
対
す
る
対
応
は

問　
米
価
格
が
高
騰
し
町
民

生
活
を
苦
し
め
て
い
る
。
当

町
の
主
食
用
米
作
付
面
積
へ

の
働
き
か
け
は
。

答　
産
業
振
興
課
長　
昨
年

度
よ
り
増
加
を
見
込
ん
だ
主

食
用
米
生
産
の
目
安
を
提
示

し
ま
し
た
。

問　
地
域
移
行
に
向
け
た
当

町
の
方
針
は
。

答　
学
校
教
育
課
長　
学
校

と
地
域
と
の
連
携
、
協
働
に

よ
り
、
生
徒
が
主
体
的
に
多

様
な
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術

活
動
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
持
続
可
能
な
環
境
の
整
備

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

答　
同
課
長　
令
和
８
年
度

中
に
、
す
べ
て
の
部
活
動
を

地
域
移
行
す
る
こ
と
は
、
現

実
的
に
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
休
日
の
部

活
動
を
対
象
に
、
可
能
な
範

囲
か
ら
地
域
移
行
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

問　
外
部
指
導
者
の
確
保
と

町
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答　
同
課
長　
ど
の
よ
う
な

形
態
が
外
部
指
導
者
の
確
保

に
お
い
て
最
も
有
効
で
あ
る

か
、
安
全
性
や
指
導
の
質
を

担
保
で
き
る
か
と
い
っ
た
点

を
中
心
に
、
具
体
的
な
検
討

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

問　
休
日
活
動
時
の
生
徒
の

ケ
ガ
や
事
故
は
誰
の
責
任
か
。

答　
同
課
長　
活
動
の
主
体

が
学
校
か
ら
地
域
へ
移
行
す

る
と
、
活
動
の
責
任
は
地
域

ク
ラ
ブ
の
責
任
者
や
指
導
者

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
検
討
は

よ
り
分
か
り
や
す
く
進
め
ま
す
一般質問
二次元コード

中
学
校
の
部
活
動
の
今
後
は

地
域
移
行
に
向
け
慎
重
に
検
討
し
ま
す
一般質問
二次元コード

▲　地域とチームでつなぐ部活動

▲　新しい制度　はじまります！

令和８年度からはじまります！

一時預かりに加えてつかえます

こども誰でも通園制度（月10時間上限）のイメージ

・育児負担の軽減や孤独感の解消につながる
・ 他の園児との触れあいを通じ子どもの成長を促すメリット

６か月〜2歳児対象

保育園に通っていない
未就園児 保育所など

太
お お

田
た

康
や す

之
ゆ き

議員

冨
と み

澤
ざ わ

義
よ し

之
ゆ き

議員
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問　
再
利
用
に
関
し
て
の
町

の
考
え
方
と
、
民
間
事
業
者

等
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
は
あ
る

の
か
。

答　
同
課
長　
教
育
用
途
に

限
定
せ
ず
、
町
全
体
で
方
向

性
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
現
在
、
民
間
企
業
か

ら
数
件
の
問
い
合
わ
せ
を
受

け
て
い
ま
す
。

通
需
要
調
査
を
実
施
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
町
長
の
見
解
は
。

答　
町
長　
デ
マ
ン
ド
交
通

の
メ
リ
ッ
ト
は
上
田
議
員
か

ら
質
問
を
受
け
て
理
解
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
調
査
研

究
な
ど
は
や
は
り
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

一般質問

公共交通需要調査の実施

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月

分析集計・
〒

1  公共交通利用動向の把握・分析（どのように使われているか？）

2  住民ニーズの把握、分析（公共交通に何を求めているか？）

地地域域住住民民のの日日常常のの移移動動実実態態とと公公共共交交通通にに対対すするるニニーーズズのの把把握握、、分分析析 →→    持持続続可可能能なな交交通通体体系系へへ

(1) 意識調査（対象2,000人）

(2) 地域ワークショップ（公共交通課題の理解と解決の意見交換）

3  宮代町の交通課題解決のための資料収集、事例研究など

資料１

問　
消
防
団
の
定
員
と
実
人

数
は
。

答　
危
機
管
理
課
長　
条
例

定
数
134
人
に
対
し
て
、
20
人

欠
員
の
114
人
で
す
。

問　
団
員
確
保
に
向
け
た
町

の
取
り
組
み
は
。

答　
同
課
長　
広
報
紙
・
地

区
合
同
防
災
訓
練
・
埼
玉
県

消
防
団
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等

で
広
報
し
て
い
ま
す
。

問　
消
防
団
再
編
に
よ
り
、

人
員
の
集
中
配
置
や
経
費
削

減
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
一

方
、
初
動
体
制
の
低
下
や
絶

対
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
な

ど
防
災
対
応
力
の
低
下
リ
ス

ク
も
あ
る
。
効
率
と
安
全
性

は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う

に
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

答　
町
長　
消
防
団
は
地
域

を
守
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ

り
、
財
政
面
だ
け
で
評
価
す

る
の
で
は
な
く
、
消
防
団
員

を
し
っ
か
り
確
保
で
き
る
解

決
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

旧
東
中
跡
地
利
用

問　
借
地
部
分
の
返
却
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
教
育
総
務
課
長　
借
地

部
分
に
あ
る
駐
輪
場
や
プ
ー

ル
の
部
分
を
解
体
し
、
令
和

８
年
３
月
迄
に
返
却
し
ま
す
。

問　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
予
想

年
間
利
用
者
数
を
ど
う
試
算

し
て
い
る
の
か
、
根
拠
を
示

し
つ
つ
明
ら
か
に
。

答　
住
民
協
働
課
長　
人
口

規
模
や
面
積
の
近
い
白
岡
市

を
例
に
挙
げ
ま
す
と
、
年
間

1.2
万
人
か
ら
1.3
万
人
程
度
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
運

転
免
許
証
を
持
っ
て
い
な
い

高
齢
者
や
妊
娠
後
期
の
方
の

人
数
等
は
把
握
し
て
い
な
い

の
で
、
利
用
者
数
の
算
定
根

拠
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
客
観
的
な
需
要
を
表
す

交
通
弱
者
の
数
や
状
況
の
把

握
こ
そ
が
重
要
な
の
で
は
。

答　
同
課
長　
町
民
の
移
動

の
利
便
性
は
向
上
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
上
田
議

員
の
主
張
と
我
々
の
説
明
を

「
因
数
分
解
」
し
て
考
え
れ

ば
、
こ
の
点
は
一
致
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

問　
宮
代
町
が
今
年
度
実
施

す
る
よ
う
な
交
通
需
要
調
査

を
行
っ
た
上
で
、
デ
マ
ン
ド

交
通
の
導
入
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
判

断
す
れ
ば
い
い
の
で
は
。

答　
総
合
政
策
課
長　
民
間

事
業
者
が
撤
退
す
る
な
ど
大

き
な
変
更
が
な
い
現
時
点
で

は
、
緊
急
の
課
題
と
し
て
交

消
防
団
の
再
編
は

財
政
面
だ
け
で
判
断
せ
ず
検
討
し
ま
す

▲　 宮代町が実施するデマンド交通の導入も
　　視野に入れた公共交通需要調査の概要

デ
マ
ン
ド
交
通
の
需
要
を
把
握
せ
よ

一般質問
二次元コード

そ
う
し
た
調
査・研
究
は
や
は
り
必
要
で
す
一般質問
二次元コード

▲　どうなる消防団⁉︎

上
う え

田
だ

 聡
さとし

 議員

宮
み や

田
た

雄
ゆ う

一
い ち

議員
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一般質問

　
高
齢
者
に
は
、
様

々
な
事
情
で
在
宅
介
護
を
受

け
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
も

多
数
い
ま
す
。
人
間
は
必
ず

歳
を
取
り
ま
す
。
誰
も
が
安

心
し
て
人
生
を
過
ご
す
た
め

に
、
訪
問
介
護
は
絶
対
に
必

要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
杉
戸
町
の
訪

問
介
護
事
業
を
守
る
よ
う
町

に
強
く
要
望
し
ま
す
。

げ
る
状
態
な
の
か
。

答　
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
長　

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ
ウ

ド
化
し
て
お
り
、
電
子
デ
ー

タ
の
消
失
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
庁
舎
火
災
発
生
時
の
業

務
対
応
策
の
検
討
は
。

答　
危
機
管
理
課
長　
庁
舎

火
災
時
の
業
務
継
続
計
画
を

早
期
に
ま
と
め
ま
す
。

問　
杉
戸
町
社
会
福
祉
協
議

会
（
社
協
）
の
訪
問
介
護
事

業
は
９
月
30
日
で
廃
止
す
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
。

答　
高
齢
介
護
課
長　
介
護

員
の
高
齢
化
、
人
材
不
足
や

収
支
赤
字
で
補
填
額
が
増
加

し
、
継
続
困
難
に
な
っ
た
た

め
と
聞
い
て
い
ま
す
。

答　
町
長　
私
も
残
念
で
す
。

町
内
に
は
他
の
訪
問
介
護
事

業
所
も
あ
り
、
社
協
の
独
自

事
業
で
内
部
の
事
情
も
あ
る

わ
け
で
、
や
む
を
得
な
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
利
用
者

（
24
人
）
は
、
町
内
の
各
事

業
所
で
丁
寧
に
対
応
し
て
い

た
だ
け
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問　
訪
問
介
護
事
業
を
や
め

る
の
は
、
社
協
だ
け
で
済
む

の
か
。
社
協
が
赤
字
と
い
う

こ
と
は
、
他
の
民
間
事
業
所

も
同
じ
で
は
な
い
の
か
。
他

の
介
護
事
業
所
も
支
援
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

答　
高
齢
介
護
課
長　
物
価

高
騰
対
策
事
業
と
し
て
、
令

和
４
年
度
～
６
年
度
は
国
の

補
助
が
あ
り
、
支
援
を
実
施

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
介
護

保
険
給
付
費
準
備
基
金
を
活

用
し
た
支
援
は
大
変
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

問　
５
月
６
日
午
後
11
時
20

分
頃
、
白
岡
市
役
所
本
庁

舎
か
ら
出
火
し
、
１
階
部
分
、

約
800
平
方
メ
ー
ト
ル
が
消
失

し
た
。
出
火
原
因
は
、
電
気

系
統
の
シ
ョ
ー
ト
に
よ
る
発

火
の
可
能
性
が
高
い
と
の
報

道
だ
が
、
報
道
等
を
受
け
て

町
が
行
っ
た
こ
と
は
。

答　
管
財
契
約
課
長　
全
職

員
に
対
し
、
コ
ン
セ
ン
ト

付
近
に
お
け
る
ほ
こ
り
等
の

清
掃
、
タ
コ
足
配
線
の
解
消
、

避
難
時
の
動
線
の
確
保
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

問　
そ
の
後
の
チ
ェ
ッ
ク
は
。

答　
同
課
長　
管
財
契
約
課

職
員
が
各
フ
ロ
ア
を
回
り
、

確
認
を
し
ま
し
た
。

問　
定
期
的
点
検
の
考
え
は
。

答　
同
課
長　
杉
戸
町
役
場

消
防
計
画
に
基
づ
き
、
火
元

責
任
者
が
確
認
す
る
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
計
画
の
見
直

し
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
庁
舎
内
の
防
火
扉
や
防

火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
点
検
は
。

答　
同
課
長　
火
災
報
知
機

と
連
動
し
自
動
で
閉
鎖
す
る

も
の
で
、
毎
年
保
守
点
検
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

問　
現
在
の
庁
舎
は
、
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
や
町
民
情
報
の

電
子
デ
ー
タ
を
火
災
か
ら
防

訪
問
介
護
を
守
れ

介
護
支
援
が
滞
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
一般質問
二次元コード

白
岡
市
役
所
火
災
の
教
訓
は

未
然
に
防
ぐ
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
一般質問
二次元コード

▲　庁舎内の防火扉と防火シャッター

▲　ヘルパーさん、ありがとう

平
ひ ら

川
か わ

忠
た だ

良
よ し

議員

江
え

口
ぐ ち

栄
え い

子
こ

議員
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必
要
と
考
え
ま
す
。

　
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
居
場
所
が
あ
る
こ
と
や
困

っ
た
と
き
に
支
え
合
え
る
環

境
が
あ
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

こ
の
町
を
守
っ
て
い
き
た
い
、

町
づ
く
り
に
参
加
し
た
い
と

い
う
方
を
増
や
し
て
い
か
れ

る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
住
民

協
働
を
要
望
し
ま
す
。

い
か
が
か
。

答　
産
業
振
興
課
長　
米
不

足
が
非
常
に
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
逆
に

そ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

そ
の
供
給
体
制
が
圧
倒
的
に

確
保
で
き
て
い
る
団
体
に
相

談
を
し
て
返
礼
品
を
確
保
す

る
な
ど
、
連
携
し
て
ふ
る
さ

と
納
税
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

問　
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
、
す
べ
て
の
方
々
が
喜
び

や
生
き
が
い
を
与
え
合
う
こ

と
で
、
地
域
も
活
性
化
す
る

と
考
え
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
へ
の
見
解
は
。

答　
住
民
協
働
課
長　
地
域

の
カ
フ
ェ
や
公
民
館
を
活

用
し
た
世
代
間
交
流
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
、
情
報
共
有
・
助

け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
小
さ
な
積
み
重
ね
が
、
地

域
の
再
生
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。
今
後
も
、
区
長
会

等
を
通
じ
て
ご
意
見
を
伺
い
、

地
域
活
動
の
促
進
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
図
ら

れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

問　
趣
味
嗜
好
が
合
う
方
の

交
流
も
大
切
だ
が
、
災
害
時
、

そ
の
よ
う
な
方
が
近
く
に
い

る
と
は
限
ら
な
い
。
地
域
活

動
の
促
進
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
と
は
。

答　
同
課
長　
避
難
行
動
要

支
援
者
登
録
制
度
は
、
日
頃

か
ら
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
、

少
し
で
も
被
害
を
減
ら
そ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
災
害
時

に
必
ず
し
も
避
難
支
援
者
が

助
け
て
く
れ
る
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
自
助
の
意
識
や
気

軽
に
話
せ
る
関
係
づ
く
り
も

問　
当
町
の
基
幹
産
業
は
農

業
で
あ
る
た
め
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
と
し
て
最
も
米

を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
あ
る
。

 

昨
今
の
米
不
足
な
ど
に
よ

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

の
米
が
不
足
に
な
っ
た
と
き

の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
総
合
政
策
課
長　
米
の

返
礼
品
は
、
寄
附
の
受
付
を

開
始
す
る
前
に
、
米
農
家
に

お
い
て
提
供
可
能
な
予
定
数

量
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
予
定
数
量
に
達
し
た
寄
附

の
受
付
が
あ
っ
た
場
合
、
ふ

る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
で
自
動
的
に
寄
附
の
受
付

が
締
め
切
ら
れ
る
と
い
っ
た

寄
附
申
込
み
の
上
限
を
設
定

し
て
運
用
す
る
こ
と
で
、
在

庫
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
に

調
整
を
し
て
い
ま
す
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
チ

ー
ム
の
内
容
は
。

答　
町
長　
課
を
横
断
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
若

い
職
員
を
中
心
に
、
新
し
い

発
想
で
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ

ら
に
増
や
し
て
い
く
た
め
、

今
、
取
り
組
み
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。

問　
今
、
杉
戸
町
に
お
い
て

は
、
米
を
集
中
し
て
や
る
こ

と
が
一
番
肝
要
か
と
思
う
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を

小
さ
な
積
み
重
ね
が
再
生
に
つ
な
が
り
ま
す

一般質問

一般質問
二次元コード

ふ
る
さ
と
納
税
を
増
や
す
に
は

推
進
チ
ー
ム
を
設
置
し
体
制
強
化
し
ま
す

▲　「人と人とのつながり」を強化するまちづくりを

▲　自慢の杉戸産米

一般質問
二次元コード

市
い ち

毛
げ

大
だ い

助
す け

議員

久
ひ さ

松
ま つ

祐
ゆ う

樹
き

議員
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一般質問

使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
を
無

農
薬
、
有
機
栽
培
米
へ
と
前

進
さ
せ
た
い
が
、
見
解
は
。

答　
教
育
総
務
課
長　
今
年

度
の
杉
戸
産
特
別
栽
培
米
の

使
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
８

年
１
月
の
全
国
学
校
給
食
週

間
で
の
提
供
も
追
加
し
、
拡

大
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

思
っ
て
い
ま
す
。

　
西
仮
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
活
用
の
検
討
を
凍
結
し
た

こ
と
と
、
下
野
久
喜
線
の
詳

細
設
計
な
ど
は
何
の
結
び
つ

き
も
な
い
。
町
の
明
る
い
未

来
を
導
く
た
め
に
は
、
15
億

円
と
も
さ
れ
る
こ
の
町
の
財

産
の
活
用
を
早
急
に
検
討
す

べ
き
だ
。

問　
窪
田
町
長
は
３
年
前
の

町
長
選
で
学
校
給
食
無
償
化

を
公
約
に
掲
げ
ま
し
た
。
来

年
度
か
ら
中
学
校
を
含
め
て

学
校
給
食
の
無
償
化
に
踏
み

切
る
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

答　
町
長　
国
の
無
償
化
に

向
け
て
の
検
討
を
注
視
し
、

町
の
財
政
事
情
に
与
え
る
影

響
や
教
育
委
員
会
の
意
見
を

尊
重
し
な
が
ら
、
来
年
度
の

予
算
計
上
に
つ
い
て
は
慎
重

に
判
断
し
て
い
く
と
と
も
に
、

一
日
も
早
く
で
き
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。

杉
戸
町
農
業
の
振
興
を

問　
当
町
の
農
業
を
持
続
的

に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、

価
格
保
障
・
所
得
補
償
が
重

要
で
あ
る
。
国
に
対
し
強
く

要
望
す
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

答　
産
業
振
興
課
長　
将
来

に
わ
た
り
担
い
手
や
新
規
就

農
者
が
希
望
を
持
て
る
よ
う
、

農
業
経
営
の
安
定
化
は
も
と

よ
り
、
所
得
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
、
県
等
と
の
会
議
等
の
機

会
を
と
ら
え
て
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

問　
学
校
給
食
へ
は
安
心
安

全
な
食
材
の
公
共
調
達
が
求

め
ら
れ
る
。
当
町
の
学
校
給

食
の
米
は
、
杉
戸
産
100
％
を

問　
町
長
は
西
仮
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
活
用
の
検
討
を
２
年
前

に
凍
結
と
し
た
が
、
そ
の
理

由
は
。

答　
町
長　
公
約
事
業
の
早

期
実
現
を
優
先
す
る
た
め
で

す
。

問　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

公
約
事
業
は
全
く
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
。

こ
の
事
業
を
凍
結
し
た
こ
と

で
進
ん
だ
も
の
と
は
何
だ
っ

た
の
か
。

答　
町
長　
下
野
久
喜
線
の

基
本
設
計
、
橋
梁
の
詳
細
設

計
、
第
３
子
の
給
食
費
の
無

償
化
等
で
す
。

問　
そ
れ
ら
の
事
業
は
こ
れ

を
凍
結
し
た
こ
と
と
結
び
つ

い
て
い
る
の
か
。

答　
町
長　
西
地
区
で
は
学

校
の
統
合
等
も
予
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
事
業
の
進

展
を
見
極
め
な
が
ら
凍
結
解

除
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　
公
約
（
下
野
久
喜
線
）

と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
こ

の
活
用
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
公
約
実
現
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答　
町
長　
ま
ず
は
、
今
の

公
約
を
実
現
し
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

▲　広がる田んぼ　農業は杉戸の基幹産業

中
学
校
給
食
も
無
償
化
せ
よ

一
日
も
早
く
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
一般質問
二次元コード

西
仮
グ
ラ
ウ
ン
ド
活
用
の
検
討
再
開
は

公
約
事
業
実
現
を
優
先
し
ま
す
一般質問
二次元コード

▲　わたしはこのままなの？

大
お お

橋
は し

芳
よ し

久
ひ さ

議員

北
き た

出
で

惠
け い

造
ぞ う

議員
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◦�

議
員
の
方
が
さ
れ
る

質
問
は
ど
れ
も
踏
み

こ
ん
だ
も
の
が
多
く
、

町
民
の
方
の
意
見
に

近
い
も
の
だ
と
聞
き

な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

◦�

全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
、
町
民
の
皆
様
の

ご
意
見
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
で
物
事
を
考

え
判
断
し
、
実
行
し

て
い
く
こ
と
の
難
し

さ
や
責
任
の
重
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

◦�

傍
聴
を
通
じ
て
、
町

の
交
通
政
策
の
方
向

性
や
、
課
題
解
決
に

向
け
た
議
会
の
役
割

に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◦�

質
疑
応
答
な
ど
に
お

い
て
町
の
将
来
を
考

え
る
場
を
肌
で
感
じ

ら
れ
る
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

◦�

自
分
の
職
務
は
住
民

の
方
々
が
関
心
を
持

つ
議
会
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
を
意
識

し
て
、
日
々
の
職
務

に
一
層
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

◦�

町
民
の
暮
ら
し
に
直

結
す
る
政
策
形
成
の

重
み
と
、
職
員
と
し

て
の
責
任
を
実
感
す

る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

◦�

私
た
ち
の
業
務
は
町

民
の
皆
様
の
生
活
に

直
結
す
る
こ
と
を
改

め
て
強
く
感
じ
ま
し

た
。
今
後
も
そ
の
こ

と
を
常
に
意
識
し
、

日
々
の
業
務
に
従
事

し
ま
す
。

◦�

議
員
の
方
々
が
地
域

の
課
題
に
真
剣
に
向

き
合
い
、
住
民
の
声

を
大
切
に
し
な
が
ら

丁
寧
に
議
論
を
重
ね

て
い
る
姿
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

新
人
職
員
が
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た

新
人
職
員
が
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た

議会を傍聴して・政務活動費収支報告

政務活動費収支報告
二次元コード

　杉戸町では、議会活動の向上に役立てるため、１人月額１万円の政務活動費を交付しており、交付を受けた会派または
議員は、収支報告書を作成することが定められています。また、調査・研修を行った場合は、政務活動結果報告書を作成し、
議長に提出しています。
　詳細については、収支報告書、領収書および政務活動結果報告書を町議会ホームページに掲載していますので、ご覧下さい。

収支一覧（単位：円）
政

5 人
創新
3 人

日本共産党
3 人

公明党
1 人

無会派
久松祐樹

無会派
栗原偉憲

無会派
伊藤美佐子

交付決定額 600,000 360,000 360,000 120,000 120,000 120,000 120,000 
支　出　額 283,972 79,464 281,692 44,822 41,098 29,165 3,300 
残　　　高 316,028 280,536 78,308 75,178 78,902 90,835 116,700 

会派または個人
支出科目

支出内容
調査研究費 研修費 会議費 資料作成費 資料購入費 広報費

政 － － － － 50,838 233,134 購読料、住宅地図、 
会派誌印刷代・折込代

創新 － － － － 79,464 － 住宅地図

日本共産党 － 277,812 － － 3,880 －
【研修】4/21 ～ 22 ・ 5/8 ～ 9 ・ 8/5 ～ 6 
　　　 11/17 ～ 18 ・ 1/27 ～ 28 
書籍代

公明党 41,522 3,300 － － － －
【視察】 10/28 ～ 29 愛知県阿久比町・三重県桑名

市・鈴鹿市
【研修】4/25

久松祐樹 41,098 － － － － － 【視察】11/7 ～ 8 大阪府寝屋川市・奈良県三宅町
栗原偉憲 － 29,165 － － － － 【研修】10/22 ～ 23

伊藤美佐子 － 3,300 － － － － 【研修】4/25

支出内訳一覧（単位：円）

令和６年度  令和６年度  政務活動費収支報告政務活動費収支報告 公 開
します
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６月定例会
傍 聴 者 数

議案賛否

令和７年 第３回 杉戸町議会定例会　議員別表決結果一覧
○…賛成　×…反対　欠…欠席　除…除斥　棄…棄権　※議長は表決に参加しないため、「－」となっています。

政
（まつり）

創
　 

新

共
産
党

日
　
本

公
明
党

無
会
派

野
口
　
俊
彦

濵
田
　
章
一

冨
澤
　
義
之

市
毛
　
大
助

太
田
　
康
之

原
田
壽
々
子

大
橋
　
芳
久

宮
田
　
雄
一

上
田
　
　
聡

江
口
　
栄
子

北
出
　
惠
造

平
川
　
忠
良

栗
原
　
偉
憲

久
松
　
祐
樹

伊
藤
美
佐
子

町
長
提
出
議
案

令和７年度　補正予算
一般会計（第１号）専決　　１億 7484 万 9000 円 増額　　

国の方針に基づき、低所得世帯等臨時給付金（調整給付の
不足額給付）を支給する補正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

一般会計（第 2 号）　　8189 万 7000 円 増額　　
エコ・スポいずみ屋根等改修工事費及び防災備蓄品購入に
関する経費等を追加する補正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

一般会計（第 3 号）　　844 万円 増額
国の地方創生臨時交付金を活用した物価高騰対応事業に係
る経費及び選挙投票管理者等の費用弁償の見直しに係る経
費を追加する補正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

国民健康保険特別会計（第１号）　　29 万 3000 円 増額　　
地方公共団体の基幹業務システムの統一・標準化に伴う電
算処理業務委託料を追加する補正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

後期高齢者医療特別会計（第１号）　　53 万 1000 円 増額
地方公共団体の基幹業務システムの統一・標準化に伴う電
算処理業務委託料を追加する補正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

介護保険特別会計（第１号）　　127 万 1000 円 増額　
地方公共団体の基幹業務システムの統一・標準化に伴う電
算処理業務委託料等を追加する補正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

条例の制定・一部改正
税条例の一部改正（専決）

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一部を改正。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

国民健康保険税条例の一部改正（専決）
地方税法施行令及び国有資産等所在市町村交付金法施行令の
一部を改正する政令の施行に伴い、条例の一部を改正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
地方公共団体情報システムの標準化に関する法律の規定に基づき、

「住登外者の情報の管理に関する事務」について、町が個人番号を
独自利用する事務として新たに追加。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

水道給水条例の一部改正
建設業法施行令の一部改正に伴い、引用する条項の条ずれの改正。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

手話言語条例
「手話は言語」であることを認識し、手話言語に対する理解
を深め、手話によるコミュニケーションを図り、すべての町
民が支え合い、尊重し合いながら安心し、自分らしく暮せる
まちの実現を目指すための条例制定。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

生涯学習センター条例の一部改正
生涯学習センターに、地方自治法第 244 条の２第３項に規
定する指定管理者制度を導入するための改正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 -

選挙長等の費用弁償条例の一部改正
国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部改正
に伴い、費用弁償等の額を国と同様の額に改定。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の一部改正
宅地造成及び特定盛土等規制法の改正に伴い、土砂のたい積の町
への届出と宅地造成及び特定盛土等規制法の許可が重複すること
になることから、当該部分について、条例の規定から削る改正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

その他
財産の取得について

財産の名称等：焼却設備点検整備業務委託用部品（共通系）
取得価額：1783 万 1000 円
契約の相手方：株式会社神鋼環境ソリューション東京支社

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

工事請負契約
契約の目的：アグリパークゆめすぎと屋根・外壁等改修工事
契約の金額：1 億 8139 万 378 円
契約の相手方：株式会社三嘉ホーム

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

工事請負契約
契約の目的：杉戸町生涯学習センター図書館空調機更新工事
契約の金額：1 億 3789 万 500 円
契約の相手方：株式会社茂田工業所　杉戸本社

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

会 派 名

議員氏名
議案名

９月定例会は、
８月26日（火）
開会予定です。

（本会議）
3日 1人

6日 26人

9日 30人

10日 17人

13日 2人

26日 11人

19日 教育厚生 9人

（常任委員会）



議会だよりは、個人・団体・法人問わず杉戸町で頑張っている人を紹介しています。

議会や議会だよりに関するご意見・ご感想はこちらまで ▶︎

第
59号

編集後記
　変えることには大きなエネルギーが必要です。何も変えず、今まで通りが楽なのは事実。それじゃダメだと
私たちは動きました。議会だより編集委員会では、より多くの町民の皆さんに手に取っていただける、内容を
見て読んでいただける紙面を目指し、表紙のデザインや構成、写真、コメント一つにも真剣に議論を重ねてい
ます。賛否があっても構いません。その声こそが、私たちの次の力になります。
　想いのこもった一冊、ぜひ手に取っていただけたら嬉しいです。ご意見やご感想をお寄せいただければ幸い
です。より良い「議会だより」をお届けするため努力してまいります。
　なんと杉戸町議会だより編集委員会にも、視察の問い合わせが多数来ております！ありがたや。
� 冨澤�義之

　「負ける気はしなかった。叶えなければならなかった。」そう語
るのは、杉戸町で150年以上の歴史を誇る老舗『髙橋屋』の四代目、
髙橋明宏さん。背負うのは、のれんだけではない。彼が追い続け
てきたのは、“杉戸町への誇り”そのものでした。SNSでの発信、

ふるさと納税への参加、さらにはコロナ禍での銀座出店。
　どれもが『髙橋屋』を知ってもらうための挑戦。しかし、その先に見ていたのは“杉戸を知って
もらう”こと。
　知ってもらえれば、人が集まる。人が集まれば、町が賑わう。
賑わいは、やがて“誇り”へと変わる。
　「初代から続くご恩を、地元に返す時が来た」と語る四代目。
彼の信念は、地元・杉戸を愛する者としての責任そのもの。
この町を、もっと誇れる町へ。その思いが、杉戸に新しい風
を吹き込んでいます。� 記事・インタビュー　栗原�偉憲

【夢は追いかけ、叶えるもの】
� うなぎ割烹　髙橋屋　四代目　髙橋�明宏さん

　杉戸町のふるさと納税寄附額を皆さんは、ご存じですか？
　昨年度は、6,300万円の納税寄付がありました。地域をより知ってもらい、地域の魅力的な
特産品を全国へお届けするために、町の職員の皆さんが土台を作り多くの魅力を全国に届けら
れるようになりました。
　今回表紙を飾る「うなぎ割烹�四代目髙橋屋」さんのうなぎの他、お米、ゴルフシャフトなど
杉戸町には魅力的な返礼品が数多く存在します。
　商売を通じて杉戸町を皆でPRできればより良い未来に繋がります。

議会だより編集委員会
委　員　長� 上田　　聡
副�委�員�長� 久松　祐樹
委　　　員� 平川　忠良
� 大橋　芳久
� 栗原　偉憲
� 冨澤　義之
� 太田　康之
発行責任者（議長）� 伊藤美佐子
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杉 戸 町 の
主な返礼品

今号は 12人登場

町民登場カウンター

（2024年～） 0 0 0 8 9

我
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と
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」 お米 ゴルフシャフトうなぎ割烹 四代目髙橋屋


